
ベルマークを集めましょう！ 

 
   

 
 
 

 
 
 
 
日頃より、ベルマーク運動にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。 
今年度からベルマークの回収方法が変更になりましたので、お知らせさせていただきます。 
 

・変更前：年３回、クラスごとにボックスを設置し回収 

・変更後：通年、共通のベルマーク回収箱にて回収 

     （回収箱設置場所：昇降口 落とし物箱横の白いボックス） 

 

常設となりますので、休日以外いつでも提出可能になります。 

各自持参可能な日にお子様へ持たせていただき、回収箱へ入れてください。 

 

☆テトラパック・インクカートリッジ類の回収につきましては、前年度と同様に 

 年２回を予定しております。詳細は今後のベルマークだよりにてお伝えいたします。 

 

 

 

 
ベルマークを集めると・・・ 
 
◆学校の設備や教材の購入ができます。 
ベルマーク１点につき１円のお金に換金されます。 
集めた点数は、ベルマーク財団に学校の名前で預金として積み立てられ、預金がたまる

と品物を購入することができます。（例：水槽や黒板拭きクリーナー等） 
◆ボランティア活動にもなります。 
預金を使って自分たちの学校の教材などを購入した場合、購入代金の１割がＰＴＡ名義

でベルマーク財団に寄付され、へき地学校や災害被災校、さらには開発途上国の子ども

たちへの援助として使われます。 

ベルマークだより 
令 和 8 年 6 月 １ ９ 日 
行 田 東 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 
学 級 代 表 ベ ル マ ー ク 委 員 

 



ベルマークはどこについているの？ 
 
◆大部分は商品の袋や、容器の表面や裏面についています。 
ノート類は、表紙・裏表紙、あるいは最初か最後のページの下についています。 
その他、箱の底や側面、内フラップ、説明書の端についている場合もあります。 

◆キヤノン、エプソン、ブラザーの使用済カートリッジもベルマークとして集めています。  
 カートリッジの回収は、テトラパック回収時に一緒に行います。 
◆スマートフォンから登録するだけで、簡単にいつでも集めることができる 
ウェブベルマークもご利用いただけます。 

   詳しくは３ページ目の「ウェブベルマークご協力のお願い」をご確認ください。 
 
なお、参加企業や対象商品につきましては、別途配付のベルマーク一覧表か、または 
以下のＰＤＦをご確認お願いいたします。 
 https://www.bellmark.or.jp/storage/2026/04/01/1559361394/1394.pdf 
 

ベルマークの集め方 

 
 
 
 
 
 
◆切りやすく、数えやすいように余白を残して切ってください。 
切りすぎてしまっても、半分以上残っていれば大丈夫！捨てずに保管してください。 

 
ベルマークの提出方法 

 
◆下図のようにセロハンテープでまとめていただけると、集計時非常に助かります。 
そのまま回収箱へまとめて入れられるので紛失リスクも減らせます。 

         ◎同じベルマーク番号・同じ点数を横に→→ 
１列１０枚まで、多いときは列を分けてください。 

▲同じベルマーク番号でも点数が違う時は分けてください。 
◆持ち込みの際、今まで通りバラバラのままでも構いませんが、紛失のないよう、 
各ご家庭で空封筒や小さいジップロックなどご用意のうえ、持たせてください。 



★お買い物をする際に、おやつやお料理の時間に… 
意外な商品にもベルマークがついています。 
お子様と宝探しのように、ベルマーク集めを楽しんでいただけたら嬉しいです！ 

 
 
 
ウェブベルマークご協力のお願い 

 
◆『ウェブベルマーク』とは 
ネットショッピングの際にウェブベルマークのサイトを経由し協賛ショップ（ヤフー、 
じゃらん、ベルメゾン等）を利用することで、通常のポイントとは別に付与される  
ポイント（ベルマークポイント）のことです。 

 
◆登録について 
①携帯やパソコンから『ウェブベルマーク』のホームページを開く 
ＵＲＬ： https://www.webbellmark.jp 

②マイページを登録。支援する学校の登録を「行田東小学校」に設定 
③ログインした画面から対象ショップを選んでクリックし、お買い物するだけ！ 
ポイントは自動的に加算されます。 

 
協賛ショップ：上記のウェブベルマークホームページよりご覧ください。 

     普段ご利用しているサイトが見つかるかも♪ 

 
◆付与されたポイントについて 
半分は東日本大震災などの被災校支援へ、 
半分は登録した学校のベルマーク預金と 
なります 。 

 
貯まったポイントは普段集めているベルマーク 
と同様に学校・子どもたちの為に使うことが 
できます。 

 
ご参加・ご登録は強制ではありませんが、 
これまでのベルマーク運動と並行してぜひ 
ご協力お願いいたします！ 

 

 

 


